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五十鈴塾 五十鈴茶屋

おかげの里便り

『お伊勢さんへの修学旅行－戦後編－』
　戦前に修学旅行の代表的な目的地であった伊勢神宮、あの大変な時代でも

先生や親たちは子供たちにいろいろなものを見せたい、体験させたいと

頑張ってきました。

　山中先生のお話は「えっ そうなの？」ということの連続、例えば旅の宿泊、

食事、交通、参拝の手はずなど、今では旅行会社がしていることを全て土産

物屋がやっていたそうで、それって御師と同じですよね。

　短時間であらゆるものを見るため長時間の移動や無理に生徒たちは慣れ

てゆき、それが団体行動の習得につながってゆきました。

　いまでも日本人の旅行形態にはその影響が色濃く残っているなど、修学

旅行の果たした役割は大きいものがあったようです。

　終戦後、修学旅行は10年ほどたってようやく本格的に再開されましたが、

その形態はずいぶん変わってきています。

　伊勢への修学旅行は下降の一途で、令和元年の参拝者は統計が残る明治

28年以降3番目に多い数値であったにもかかわらず、学校参拝者は4万人を

きる数字となっています。

　今回は戦後の修学旅行の変遷についてのお話ですが、その移り変わりに

戦後の日本人の変化が伺われます。

と　き／７月３日（金）18：30～ 20：00

講　師／山中 一孝（豆腐庵山中代表取締役）

参加費／一般1，350円　会員850円

集　合／五十鈴塾右王舎

講座についてのお問い合わせ・お申込み／電話0596-20-8251

あじ さ い

こくとうかん

さと　　ほたる

紫陽花

黒糖羹

里の蛍

羊羹のきんとんで色とりどりに仕立てた、あじさいの七変化。

梅雨もまた楽しからずや、この時季の風情です。

黒糖の羊羹と錦玉を重ね、琥珀のような色合いに仕上げました。

こくのある甘みで、ひとときの夏時間をお過ごしくださいませ。

金柑の入った葛寒天で白餡とこし餡を包み、金色の蛍火が描き

出す情景を表現しました。

節気菓子


